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熱き若手漁師熱き若手漁師新時代を切り拓く！

人
衆

島
根
町
支
所

美
保
関
支
所

①定置網
②周囲の人から扱いを褒められた

とき
③指示を正確に理解し行動すること
④１つ１つの仕事を覚えて正確にこ

なしたい

松江市出身

松江市出身

小松 眞也（32）

石倉 光（36）

森脇 究（36）

①刺網・一本釣漁業
②魚が沢山獲れたとき
③自然が相手なので、悪天候が続く

と中々漁に出られないこと
④現状の許可漁業では非常に厳し

いので、許可漁業の規制緩和を
推進して欲しい

①一本釣・採介藻
②貝やイカが沢山採れたとき
③海が荒れたりなどの天候不良で

長期間漁ができないこと
④新船を作ったので、より一層仕事

に励んでいきたい

① 一本釣り•わかめ養殖•採貝藻
•汽船引網

② 大漁した時や種から育てたわかめが
無事に収穫を迎えたとき

③ 昨今のイカの不漁、それと併せて
の燃油高騰・物資の高騰
遊漁船の増加による漁場の圧迫

④ 新造船を作ったので今まで以上に
漁業と向き合いたい。また、新しい
漁法や養殖の勉強もしたい

境港市出身

松江市出身

松江市出身

船越 達彦（37）

①定置漁業従事•一本釣•採介藻
•刺網

②旬の魚を美味しく食べられること
③天候の影響を受けるので、中々思

い通りにはならないこと
④効率よく作業が出来るようになる

ため、分身の術を習得したい（笑）

米子市出身

奥 広樹（38）

有木 優斗（26）

小川 徳丸（23）

①一本釣り
②大漁、値段がよかったとき

自分のペースで仕事ができること
③時化で思ったように海に出られ

ないとき
④色々な漁法を取り入れて水揚げを

増やしていきたい

①定置網
②みんなで楽しく仕事ができること
③朝が早い、体調管理
④網直しを上達させたい

①定置網
②魚の出荷量が多いとき
③ロープの結び方や網の直し方

などを覚えること
④船の操船や沖での仕事をしっか

りできるように頑張りたい

神奈川県出身

松江市出身

松江市出身

①定置網
②元々自然が好きなので、好きな魚

を獲って生計を立てること
③朝が早いこと

時化や雨などで体力的に辛いこと
④とにかく長くこの仕事がしたいの

で、無理をしすぎないように健康
第一で頑張りたい

小川 蒼斗（20）

小川 真太郎（38）
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今回は、美保関支所～浦郷支所協力のもと45歳以下の若手漁師さん100人を今回は、美保関支所～浦郷支所協力のもと45歳以下の若手漁師さん100人を
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熱き若手漁師熱き若手漁師新時代を切り拓く！

人
衆

恵
曇
支
所

平
田
支
所

①定置網
②魚が沢山獲れること

周りの方々が優しく指導してくれ
て毎日が楽しい！！

③一般的な仕事と違い朝が早いた
め起きるのに苦労

④漁業という仕事は難しく複雑な
作業が沢山あり、覚えることが多
いので、早く仕事を覚えて、一人前
になれるよう頑張りたい

松江市出身
大塚 周（19）

小川 守（38）

小川 司朗（31）

松江市出身

①定置網
②操業している最中に網の中を沢山の魚

が泳いだりしている姿が見えたとき
③網の交換作業では、潮の流れが早い時

や海が荒れている時は作業工程が増
え時間が掛かり大変なこと

④長年にわたり定置網の仕事に従事して
いて、後輩を指導する立場になったの
で後輩の指導を続けていきたい小川 修司（29）

①定置網
②地元住民や漁師との交流や繋がりが

できたとき
漁師仲間との協力を通じて一緒に苦労
を分かち合って成果を上げ、大漁の時
に仲間と喜び合えること  

③重いものや力のいる作業があること
漁師は多くの知識や独特な技術があり
覚えるのが大変なこと

④次の世代の漁師に技術を伝えていく中
で、自身の健康管理にも気を付けて健
康な状態で漁業の知識や技術を若い
漁師たちに伝えていきたい

①定置網
②魚が多く捕れると従業員が喜びととも

に網を引っ張り一体感が生まれたとき
③従業員時代だった時に叱られながら仕

事を覚えたこと
代表の立場になると、現場仕事以外の
苦労が多い

④地域の方や会社に関わる全ての方に対
しての感謝の気持ちを忘れない
漁業生産量の減少や漁獲規制問題が課
題なので、少しでも人材を増やし、若者
が漁師になりたいと強く思うような未来
に向けて漁業振興に努めていきたい

松江市出身

松江市出身

日熊 竜之介（22）

平井 元陽（27）

八百 健太（29）

中川 恋（30）

①小型底引き網
②普段釣れないような魚や、釣る魚でもとんで

もなく大きい魚が見れるのでその時はとて
も興奮するので楽しい
毎日の内容も全然違うので飽きないこと

③１日の労働時間が長いので、連勤になると
後半は体力的にきつくなること
常に危険と隣り合わせの仕事なので気を張
らないといけないこと

④まだまだ未熟なところが沢山あるので勉強
し、先輩を見て学んでいきたい。
自分も人に教えられるように頑張っていきたい

①定置網
②大漁だったとき
③網入れ

シケだったとき
④特になし

①定置網
②大漁のとき
③朝が一番大変
④頑張りたい

①定置網
②魚が沢山獲れたとき
③仕事内容を覚えること
④今後も漁業に関わっていきたい

広島県出身

境港市出身

大阪府出身

大阪府出身

安達 裕平（29）

①定置網
②知らない魚が網に入っているとき
③覚えることが多いので、覚えるの

に苦労
④今年10年勤続なので、15年・20

年と続けていきたい

出雲市出身

小坂 亮太（28）

①定置網
②自然と直接触れること。また、操業時に個々

が役割を考え、声を掛け合いながら仕事をす
る時に強い繋がりを感じる
魚が多く獲れた時はお互いに喜び合い、チー
ムとして大きな達成感を感じられること

③生活のサイクルがつかめず、寝不足や体調が
優れないとき
時化で波が高かったりすると大きく船酔いを
すること

④日々の仕事に疑問を持ちながら臨みたいもっと
仕事を覚えてもっと貢献できるようになりたい

松江市出身
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大
社
支
所

熱き若手漁師 人
衆熱き若手漁師新時代を切り拓く！ 人
衆

竹本 翔太（31）

熱田 友和（27）

東 雄大（37）

①定置網
②魚が沢山獲れ、海と触れ合えるとき
③仕事の内容が複雑で覚えること

が山ほどあること
④まだまだ、苦労・覚えることも多い

ので先輩達についていき、追い越
せるよう頑張りたい

①はえ縄
②前夜から次の日に行く漁場を決

め魚が沢山釣れたとき
③自然相手の仕事なので、思うよう

に出港できないこと
魚の減少により、収入の不安定な
ことなど

④もっと小伊津のアマダイを知って
もらい、沢山の人に食べてもらい
たい

①はえ縄・一本釣り・潜り
②全てを自分で決めれること
③船の修理代などの出費が掛ること

天候次第で、思い通りに漁に出れ
ないこと

④家族孝行出来るように頑張りたい

鳥取県出身

出雲市出身

出雲市出身

郷原 亮大（36）

藤井 元（31）

①定置網
②魚が沢山獲れた時に、船員同士

で笑顔になれたこと
新鮮で美味しい魚を分け前で貰
えたこと

③覚えることや技術的に難しいこと 
夏場の外仕事は熱中症などの体
調管理

④出来ること、覚えることを増やしもっ
と前線で仕事ができるようになりたい

①定置網
②獲れる魚が日々変わるのが面白

い。また地元の漁協に携わり、県
内外の人達に新鮮な魚を届けて
いると思うと嬉しいこと

③専門用語が多くて覚えられないこと
深夜帯に起床すること

④まだ、一人前の仕事が出来ていな
いので、早く皆さんに認められる
人材になりたい

広島県出身

出雲市出身

山田 健人（33）

吉田 悠紀（37）

野地 優希（26）

石田 準（38）

①定置網・一本釣り
②水揚げによって売り上げが変動す

るのでやりがいを感じる
③天候によって海に出られない日

が続くこと
④今は定置網が主であるが、一本釣

りの知識を深め技術の向上に努
めていきたい

①定置網
②やっていくうちに、自分自身の

成長が感じられたとき
③入社当初の船酔い
④下の世代に覚えたことを継承し

ていきたい

①定置網
②普段経験できないことを海の上

で体験できたこと
③風と寒さに耐えること
④体調管理をしっかりして、仕事と

生活をやっていきたい

①一本釣り
②大漁した時にやりがいを感じ、

達成感を得られたとき
③毎日が楽しいため、苦労と思った

ことがない
④日々勉強し、また新しい漁法をど

んどんと取り入れて、もっと水揚
げができるようにしたい

出雲市出身

出雲市出身

広島県出身

出雲市出身

山根 鉄馬（35）

①定置網
②魚が沢山獲れたとき

漁業・魚に関する知識が増えたとき
③時化の日の漁業や沖での仕事

常に海上での状況を把握しない
といけないこと

④今以上に水揚に貢献できるよう
に精進したい

出雲市出身
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多
伎
出
張
所
大
社
支
所

大
田
支
所

森元 英一朗（23）

森埜 雄太（39）

川上 泰成（28）

月森 章文（35）

浜 翔太（35）

①定置網
②魚が沢山獲れたとき
③天候の変化
④しっかりと作業を覚えていきたい

①定置網
②海での仕事ができること

大漁のときや、珍しい魚が獲れた
とき

③想像していたより覚えること、考
えることが多い
海の状態で毎日作業内容が変わ
るので難しいこと

④早く一人前になれるよう努力したい

①定置網
②色々な魚を食べるとき
③網の直し方などを覚えること
④魚がどうしたら獲れるか考えてい

きたい

①定置網
②漁があったとき
③漁がなかったとき
④怪我をしないこと

①定置網
②魚が獲れたとき
③不漁で魚が獲れないとき
④魚が大漁に獲れるよう努力したい

岡山県出身

雲南市出身

出雲市出身

大田市出身

出雲市出身

仲宗根 光平（20）

①定置網
②今まで、食べていた魚を苦労して獲って、

食のありがたみも分かった
海の上は普段したことないことばかり
で社会勉強できた

③人と時間帯が全然違う仕事なので、
終わった後など暇を持て余すこと
獲れた魚が思っていた金額で売れない
こと

④徐々に上にいけるように、人が気付か
ないところを気付けるようにしたい沖縄県出身

瀧倉 和樹（36）

江角 祥平（40）

①定置網
②色々な魚が獲れて面白いこと
③朝がとても早いこと
④色々なことを覚えて島根一の

漁師を目指したい

①定置網・一本釣り
②新鮮な魚が食べられること。また、定置網を

するようになり海の状況が常に把握でき、魚
の動きが分かるようになったため、一本釣り
を始めたところ、成果を出すことができたこと

③獲れる魚の種類が多く、大きさによって呼
び名が変わる魚が沢山あり、覚えるのに
苦労した

④これから若い世代の人たちが漁師になりた
いと思える楽しい職場作りをしていきたい。
さらに、個人的に一本釣りを頑張りたい

松江市出身

出雲市出身

梶谷 哲也（35）

① 定置網・一本釣り・かご
② 魚を獲って、魚がお金になる、シンプル

が故に満足感や達成感のある仕事。
美味しい魚が食べられたり、朝が早い分
昼からが自由

③ 自然に左右されるから、予定が立た
ない

④ 先輩に教えてもらった技術を習得し
若い世代に継承していきたい出雲市出身

渋谷 俊幸（33）

①小型底曳網・採貝
②月並みだけど、底曳網で豊漁あっ

た日の喜び。また、特に夏場は、個
人商売なので、アワビ、サザエが取
れると、笑みが絶えない

③年々、アワビ、サザエの資源が減ること
④父が今、底曳網の船長だが、そろ

そろ引退を考えているので、それ
までにしっかり精進し父を越える
様な船長になりたい

大田市出身
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浜
田
支
所

熱き若手漁師 人
衆熱き若手漁師新時代を切り拓く！ 人
衆

福島 利一（39）

①大型定置網
②お客 様から「美味しかった」と

フィードバックしてもらえるとき
③家族との生活時間帯のギャップ

を埋めること
④地域の水産業に前向きな変革を

起こし、明るい豊かな人生をみん
なで実現したい

江津市出身

福島 大輝（37）

①大型定置網
②魚が大漁だったとき
③冬の時化で漁に出ること
④美味しく食べてもらえるように鮮

度のいい魚を出荷していきたい

山口 克也（39）

① 小型底曳網
② 一日の漁を無事に終え、帰って優し

い妻と可愛い子供の顔を見ながらの
晩酌。豊漁だとお酒も増える！

③ 冬場に漁に出れないこと
時化が続くと給料が少なくなり、妻
に申し訳なくなること

④ 今は、船を持っていないが、いずれ自
分で船を所有して一人で稼げる漁師
になりたい

大田市出身

丸山 卓哉（30）

竹下 真太郎（26）

①小型底曳、一本釣
②一本釣で一日の水揚が10万円を

超えた時の仕切書を見たとき
③朝が早いこと

荒天が続き漁に出られないこと
で収入が減ったとき

④早く一本釣で生計を立てたい

①一本釣り・採貝藻
②自然を相手に仕事をすることは大

変な事が多いが、やりがいがある
ので漁師になってよかった

③朝が早かったり、海の上では夏は
暑く冬は寒いこと

④温暖化で変わっていく環境に対
応し長く漁師を続けたい

大田市出身

大田市出身

山根 恭平（33）

松浦 亜蘭（29）

①一本釣り
②水揚げの仕切書を見たとき
③朝が早いのと、専門用語が多くて

分からないこと
④父親を超えたい

①小型底曳
②休みが多くてお金がそこそこ貰え

ること
③体が痛くなるとき
④魚がいっぱい獲れますように

大田市出身

大田市出身

今田 悠介（33）

品川 奏（35）

土肥 駿介（28）

①小型底曳網
②大漁のとき

高級な魚が網の中に見えたとき
③朝が早いのできついとき

波が高いとき
④漁具を一人で作れるようになりた

い

①小型底曳網
②出漁して、船上での食事が美味い

こと
③長い時化の時の過ごし方
④日本一の漁師になりたい

①一本釣り
②子供の頃から漁師に憧れていた

ので、父と一緒に漁に出て魚が沢山
獲れたとき

③漁法によって道具が違うので針
や疑似餌の結び方や作り方を覚
えるのに苦労した

④いずれ船を持って自分一人で全て
の漁に出られるようにしていきたい

大田市出身

愛知県出身

大田市出身

江津市出身
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本田 彰（40）

高橋 翼（21）

①大型定置網
②仕事の合間に素晴らしい自然を

見ることができる
③朝早くから出港すること

日曜や祝日も漁に出ること
④若手の育成方法を工夫して教え

ていきたい

①大型定置網
②残業がないこと
③毎朝早起きすること
④毎日休まず仕事を頑張りたい

江津市出身

浜田市出身

馬庭 雄稀（26）

中山悠馬（22）

澤田直斗（23）

田中克海（26）

①沖合底曳網（２そうびき）
②仕事を頑張って良い水揚げだったとき。

操業中の漁具のトラブルを先輩の力
を借りずに、一人で解決できたとき

③家に帰れる時間が少なく、子供の成長
を間近で見ることができないこと
電波が届かず、家族と連絡が取れない
こと
厳しい指導を受け、心が折れたとき

④新しい漁場を開拓していき、不漁のと
きも魚を獲れる漁師になりたい

① 沖合底曳網（２そうびき）
② 仕事で頑張って良い水揚げがあり

給料を沢山貰ったとき
月休みに休日を満喫しているとき

③ 厳しい指導があったとき
漁に出ると、寝る時間が少ないこと

④ 仕事を全てマスターして、どんなトラ
ブルにも対応していきたい
船員の安全を最優先し、事故を起こ
さないように作業していきたい

①沖合底曳網（２そうびき）
②給料をもらい、陸の仕事より沢山

稼げることを実感したとき
③時化で船酔いしたこと

職場での厳しい上下関係
④経験を積み、今よりもっと上の立

場で、責任のある仕事ができるこ
とを目指したい

①沖合底曳網（２そうびき）
②良い水揚げがあり、給料を沢山貰った

とき
③魚が網に入りすぎて作業が終わらず

寝ることが出来なかったこと
漁場に着けば、昼夜関係なく仕事があ
ること  
身体に魚の臭いが染み付くこと

④鮮度の良い魚を持って帰り、浜田の魚
をピカイチのブランドに押し上げ、全
国の食卓へ届けたい

浜田市出身

大阪府出身

浜田市出身

浜田市出身

水津 樹（28）

①中型まき網
②魚が獲れたとき
③網が破れたとき
④怪我なく大漁したい

浜田市出身
満田 成悟（34）

三浦 海斗（25）

豊 丈尚（39）

①中型まき網
②色々な種類の魚を見れること
③陸と違って昼夜逆転の生活なの

で、慣れるまで大変
④仕事のスピードを早くできるよう

に努力したい

①中型まき網
②普段目にしたことのある魚から、

ない魚まで獲れること
先輩方に教わり今では、魚の大半
は捌けること

③ロープの補修や新しく変える作
業が大変

④来年には海技士免許を取得し、次
期機関長となるので頑張りたい

①一本釣り
②世界で一番広い職場(海)で試行

錯誤しながら、自由に仕事ができ
ること

③個人漁師は、毎月の給料が安定
しないこと

④色んな漁法にも挑戦し、水揚アッ
プを目指していきたい

出雲市出身

浜田市出身

大阪府出身
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―質問―　	①漁業形態	 ②漁師をしてよかったこと	 ③漁師をしていて苦労したこと	 ④今後の抱負



益
田
支
所

熱き若手漁師 人
衆熱き若手漁師新時代を切り拓く！ 人
衆

石井 悠太（32）

①沖合底曳網（２そうびき）
②釣りが好きで漁師として仕事がで

きていること
③常に危険が隣り合わせの仕事で

どれだけ注意していても予測不
能な事故が発生すること

④船員の一員として、もっと戦力に
なれるように仕事に励んでいきたい

浜田市出身

大屋 海斗（23）

①沖合底曳網（２そうびき）
②魚が沢山獲れたときに収入が増

えること
③船酔い
④沢山経験を積み、資格取得のた

めに勉強を頑張りたい

江津市出身

田畑 卓郎（38）

①採介藻
②採れたての新鮮な魚介類を食べ

れること。海が大好きなので潜っ
て魚を見ているだけで最高

③当初は水揚も少なく苦労した
④漁師としては半人前なのでもっと

水揚げできるように頑張りたい
これからも大好きな海を生業と
できるようにしたい浜田市出身

田野島 翔也（33）

①沖合底曳網（２そうびき）
②若くても技術や知識を早く習得す

ることで責任ある立場で仕事が
できること

③自然相手の仕事で思い通りに魚
が獲れないこと

④沢山の魚が獲れるように経験を
重ねていきたい

浜田市出身

三浦 圭太（43）

石川 邦雄（39）

大羽 圭一郎（44）

野村 義明（36）

竹内 真也（37）

①大型定置網
②季節ごとの様々な種類の魚を見れること。

自分たちの漁獲した魚が地元のスーパー
に陳列してあるのを見て、地域に貢献し
ていると思えること

③不規則な仕事なので生活のリズムを整え
ないといけないところ

④地元に定置網があること、シラスの原料
の魚が獲れることを、地元の人達にもっ
と知ってもらいたい。
また、若い人たちや子供たちに漁業に
ついて興味を持ってもらいたい

①大型定置網
②仕事仲間の人達と笑顔で仕事ができて、

魚が大漁だったとき
魚価の高い魚が多く獲れその魚を美味
しく食べるとき

③船酔いに慣れるまでが苦労
少しの時化の時でも操業するため、体
調を管理しなければいけないこと

④まだまだ未熟で沢山の失敗をするが
失敗を恐れず前向きに仕事に取り組ん
でいきたい

① 大型定置網
② 日々自然を感じながら仲間たちと漁に

出て安全に操業行い、且つ魚が大漁
だったとき

③ 予期せぬトラブルや危険をともなう
仕事だから、日々の心配が絶えない
こと

④ 益田市では漁業従事者が減少してい
るので、持続可能な漁業にしていく
ために、自然を大切にしながら新し
い事に取り組んでいきたい。

①大型定置網
②自然豊かな環境の中で仕事をしている

ときに、他の業種ではこの様な感覚を
体験できないこと

③不規則な仕事の為、体調を整えること
が苦労している

④益田市の漁業の活性化のため、自分の
ような若い漁業者が頑張って持続させ
ていき、次の世代にバトンを渡せるよう
努力したい

①一本釣り
②魚釣りが好きなので、その好きな

魚釣りが仕事として出来ること
③自然が相手なので自分が思うよ

うに魚が釣れないところ
④現状に満足せずもっと様々な事

にチャレンジしていきたい

益田市出身

梅田 裕二（39）

①刺網・一本釣り・曵網
②子供に海、魚、船を身近に感じてもらう機会を

提供できること
自身で釣った魚が競りかけられ、値が一番高かったとき
誰よりも大きい魚を釣ったとき

③魚を獲ったり釣ったりすることが好きで楽しい
ので、そこまで苦労することもない。
いつが休み、というのが決まってないが、子供
の行事や年に一度の旅行など、家族との時間
を大切にして休みの確保に努めている

④30年後も漁師でいること
みんなが驚くような大きい魚を釣りたい！
地球温暖化による海水温の上昇などの変化に
対応しながら続けていきたい

益田市出身

益田市出身

益田市出身

奈良県出身

益田市出身
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西
郷
支
所

山川 剛志（40）

①かご(ばい)•一本つり
②大漁のとき
③船酔い

人手不足
④漁業衰退させない

働きやすい環境にしたい

隠岐の島町出身

岩佐 卓（37）

①定置網
②いつでも新鮮な魚が食べれる

時期の魚が分かる
普段見れない大きな魚が見れる

③朝が早いこと
季節によっての温度差
網直し・仕立て

④定置網の構造を覚えて網の仕立
てをできるようになりたい隠岐の島町出身

山川 浩二（32）

吉田 佑樹（30）

斉藤 嵩起（37）

竹本 鉄平（35）

①定置網
②季節の魚種が獲れること

毎日違う条件で仕事が出来ること
③朝が早いこと

自然の中での仕事なので季節の変
化により体調管理が大変なこと

④島の漁業の発展や、新しく漁業を
始めようと思っている方の手助け
をしたい

①かご(ばい・ずわいがに)
②歩金をもらったとき

漁獲した物を食べた人の笑顔
③休日が取りにくい
④大漁したい

①かご(ばい・ずわいがに)
②歩金をもらったとき
③常に苦労している
④笑顔で頑張りたい

①かご(ばい)
②大漁したとき 
③時化に漁をするとき
④怪我なく安全に気をつけたい

隠岐の島町出身

隠岐の島町出身

隠岐の島町出身

隠岐の島町出身

谷口 健一（38）

花房 徹（31）

新納 廉（23）

①採介藻
②大漁のとき
③ない
④今まで以上

①中型まき網
②海技免状や色々な資格を取れる

のでモチベーションアップにつな
がること

③いくつになっても学ぶことが多い。
新人船員への指導や関わり方

④新人船員の育成に力を入れて頑
張っていきたい

①中型まき網
②冬場は、休みが多く好きなことが

できること
③人が休むと若い人にしわ寄せが

いくこと
④船長として、覚える事、やるべき

事がまだまだ沢山あるので頑張っ
ていきたい

隠岐の島町出身

隠岐の島町出身

大阪府出身

高梨 翔（21）

①中型まき網
②冬時期の休みが多いこと
③問題があった場合は労働時間が

長いこと
④誰が休んでもカバー出来るように

したい

隠岐の島町出身
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熱き若手漁師 人
衆熱き若手漁師新時代を切り拓く！ 人
衆

中筋 海翔（19）

山本 翔也（21）

一色 大和（22）

牧野 晃大（20）

①中型まき網
②人に仕事を聞かれて、漁師と答え

ると感謝されること
③トラブルがあったとき

夏の暑い時期
④ミスをなくして他の仕事を早く覚

えたい

①中型まき網
②見たこともない魚を見た瞬間
③昼夜逆転の生活
④怪我なく安全に仕事をして出世したい

①中型まき網
②網の中に大量の魚が入っていたとき。

自分の欲しいものを沢山買える
ところ

③覚えることが沢山あること
大きな声を出さないといけないこと

④海の上で分からないことがないく
らい仕事を覚えたい

①中型まき網
②魚を獲るとき
③体調を整えること
④どんな仕事でも出来るようにしたい

出雲市出身

隠岐の島町出身

愛媛県出身

隠岐の島町出身

多賀橋 知生（22）

①中型まき網
②色々な魚を見たとき

ボーナスを貰ったとき
③網が破れたとき

失敗して怒られたとき
④魚を沢山獲って稼ぎたい

出雲市出身

林 亮太（29）

① 中型まき網
② 仕事を自分で出来・理解できるように

なった時にやりがいを感じ楽しさを
感じる

③ 作業の大変さに加え、気温や天気な
どの自然による影響が大変。特に夏
は自身での体調管理が重要

④ まだ、経験や知識が乏しいので、先
輩方に作業や理屈、考え方を教えて
もらい、漁師として成長していきたい

西ノ島町出身

下村 優輝（23）

① 中型まき網
② 知らない魚を見る事ができたこと

魚が沢山獲れたとき
美味しい魚を食べること

③ 昼夜逆転の生活
船酔いをしたこと
時化ている時の舵持ち

④ 知らない事が沢山あるので、覚えて
いきたい
苦手な事にも前向きに頑張りたい

奈良県出身

西谷 真之介（23）

①中型まき網
②魚が沢山獲れたとき

獲った魚を「美味しい」と言って食
べてもらえるとき

③生活が昼夜逆転すること
肉体労働だから疲れる

④魚を沢山獲り会社にとって必要な
人材になりたい

広島県出身

佐々木 辰昭（29）
隠岐の島町出身

①中型まき網
②体力・スタミナが付いた  

普段使わないロープ等の縛りが日常で
役に立つ  
海の生物が詳しくなる  
フェリーが苦じゃなくなった

③根性で頑張ったので、疲れが溜まった。
服や体に魚の匂いが付いて取れない。 
本船だった時、上から魚が降ってきて
頭に当たって痛かった

④怪我や体調不良にならないように頑張りたい

堀井 翔希（24）

①中型まき網
②努力の仕方と考え方を学べたこと
③力や体力が無かったので、考えて、

今の作業を出来るようにしたこと
④網直しや網の仕分けを出来るよ

うにしたい

静岡県出身
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浦
郷
支
所

杉山 赳之（38）

①延縄・採介藻・イカ釣り
②大漁だったとき

単価が良かったとき
③予報が外れ、時化てきたとき

潮が読めなかったとき
④水揚げを安定させたい

埼玉県出身
小島 直城（38）

平田 颯（28）

渡辺 優（37）

渡邉 翔（23）

①定置
②色んな魚が食べられること

イルカ・マンボーを見れたとき
③船酔いや海が時化てる中での作

業が大変
④今の時代にあったやり方を模索し、

提案していきたい

① 中型まき網
② 自分で仕事をして、獲れた魚を新鮮

な状態で食べられること
目に見えて魚が獲れるので達成感が
ある

③ 魚が獲れることが無く網が破れること
業界用語が聞きなれない

④ 失敗も成功も色々経験して成長して
いきたい

① 中型まき網
② 旬な魚・新鮮な魚が食べられること

冬は時化休みが増え、自分・家族の
時間が増えること

③ 昼夜逆転
日本海の冬の寒さ
船員さんの方言

④ 若い世代が増えてきているので、先頭
に立ち、引っ張っていける存在になり
たい

①中型まき網
②職業欄に漁師と書くこと

皆で獲れた魚を食べるとき
③夜眠い時に起きること
④出来ることの幅を広げ、色んな人に

頼られる人になりたい

埼玉県出身

島根県出身

大阪府出身

鳥取県出身

松尾 翔平（35）

①延縄、イカ釣り、素潜り漁
②大きな魚が釣れたとき

大漁だったとき
③燃料費高騰
④未来につなぐ資源管理したい

島根県出身

扇谷 丈史（36）

木角 允也（28）

戸田 卓也（36）

下廣 凌雅（20）

①岩牡蠣養殖
②育てた牡蠣が順調に大きくなっ

たとき
食べてもらった人や出荷先から評
価を貰ったとき

③予想以上にカキの食害が酷かっ
たとき

④養殖だけでなく、様々なことのス
キルアップを図りたい

① 岩牡蠣養殖、一本釣り
② 自然相手の仕事なので目まぐるしく変

化する環境に翻弄されながらも、人間
の本来らしい生活が送れていること

③ 海での安全管理・道具の扱い
④ 先輩方の教えを学ぶ姿勢を忘れない

時代と環境の変化に対応した、自分
らしい操業の形を見つけたい

①一本釣り
②潮や魚の習性を考えながらポイ

ントを選び大漁したとき
魚を出荷し、高値が付いたとき

③潮が悪く魚がクチを使わないとき
海が時化なとき

④水揚げを安定させ、年間水揚げ
額を増やしたい

①一本釣り
②魚が毎日食べれること
③天候に左右されること

収入が不安定
④漁師だけで生活したい

西ノ島町出身

長野県出身

愛知県出身

知夫村出身
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俺達の朝ははやい
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営
す
る
有
限
会
社 

事
代
丸 

第
八

事
代
丸 

船
長
の
牧
野 

進
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
牧
野
さ
ん
の
祖
父
、

故
牧
野
勝
治
さ
ん
は
、全
国
的
に
名

声
を
馳
せ
た
名
漁
労
長
で
あ
り
、父

牧
野
勝
さ
ん
も
、第
二
十
八
泰
平
丸

の
現
役
Ｎｏ
１
漁
労
長
！！
そ
ん
な
二
人

の
背
中
を
見
て
育
ち
、保
育
園
の
頃

か
ら
漁
師
に
な
り
た
い
と
強
く
思
っ

て
い
た
進
さ
ん
は
、19
歳
の
時
に
、船

長
代
理
を
1
年
経
験
。そ
の
後
、20
歳

で
、抜
擢
さ
れ
第
八
事
代
丸
船
長
と

し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
す
！

4
代
続
く
歴
史
の
深
い
有
限
会
社

事
代
丸・牧
野
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

―
―
漁
業
種
類
と
そ
の
魅
力
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
き
網
で
す
。

乗
組
員
は
50
～
60
人
ぐ
ら
い
す
ね
、

船
が
14
隻
あ
る
ん
で（
本
船
×
1
、灯

船
×
5
、運
搬
船
×
1
、こ
れ
が
2

セ
ッ
ト
）そ
れ
で
人
数
多
い
ん
す
よ
。

全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
分
か
れ
て
操

業
し
て
ま
す
ね
、人
が
い
な
い
と
で
き

な
い
ん
で
。平
均
年
齢
が
40
～
45
く
ら

い
で
、自
分
30
す
け
ど
若
い
方
で
す
。

一
番
若
い
の
は
19
が
い
ま
す
し
、上
で

言
っ
た
ら
70
近
い
人
も
い
る
。真
ん
中

ち
ょ
っ
と
上
が
多
い
す
ね
。

魅
力
は
「
一
網
打
尽
」
で
す
ね
、

2
0
0
～
3
0
0
ト
ン
を
一
気
に
と
る

と
こ
ろ
！

―
―
漁
師
の
日
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

今
は
、午
前
3
時
に
起
き
て
ご
飯
と

風
呂
に
入
り
、4
時
か
ら
出
航
。そ
の

間
何
も
食
べ
ず
に
7
時
く
ら
い
に
操

業
終
わ
り
、10
時
に
帰
宅
し
ま
す
ね
。

特
に
冬
は
夜
の
時
間
が
長
い
か
ら
仕

事
の
時
間
が
長
い
け
ど
、夏
は
6
時
に

出
て
10
時
か
11
時
に
帰
る
の
で
短
め

で
す
ね
。

休
み
は
、風
が
強
い
日
、波
が
2
・

5
m
以
上
だ
っ
た
ら
休
み
、予
報
見
て
事

前
に
決
め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、出
航
直
前
、

操
業
中
に
決
ま
る
こ
と
も
あ
る
ね
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
苦
労
し
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

人
間
関
係
は
苦
労
し
ま
す
よ
。年
上

に
対
し
て
も
年
下
に
対
し
て
も
、言
葉

使
い
は
す
ご
い
大
事
で
す
ね
。

上
か
ら
目
線
で
き
つ
く
言
っ
て
も

誰
も
つ
い
て
こ
な
い
ん
す
よ
。同
じ
目

線
に
立
っ
て
、た
ま
に
は
ガ
ツ
っ
て
言

い
ま
す
け
ど
、な
ん
で
も
言
い
方
だ
と

思
い
ま
す
よ
。自
分
は
指
揮
官
じ
ゃ
な

く
て
、一
緒
に
仕
事
し
て
る
仲
間
っ
て

意
識
が
大
事
。逆
に
自
分
の
親
父
は
き

つ
い
言
い
方
し
て
ま
す
し
、自
分
が
そ

ん
な
感
じ
で
や
っ
て
も
誰
も
つ
い
て
き

ま
せ
ん
も
ん
や
っ
ぱ
り
。上
の
人
か
ら

し
た
ら
息
子
が
何
言
っ
て
ん
の
っ
て
な

る
じ
ゃ
な
い
す
か
。効
率
が
い
い
方
法

な
い
か
な
っ
て
自
分
の
中
で
考
え
て
、

こ
こ
に
行
き
着
き
ま
し
た
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

瞬
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い

よ
か
っ
た
…
大
漁
し
た
と
き
す
か
ね
。

そ
う
思
う
け
ど
、最
初
は
苦
労
の
方
が

多
い
。結
局
分
か
ら
な
い
と
こ
か
ら
な

ん
で
、ど
う
や
っ
て
魚
が
獲
れ
て
る
か

分
か
ら
な
か
っ
た
ん
す
よ
。だ
か
ら
楽

し
く
な
か
っ
た
で
す
、船
の
操
縦
は
楽

し
か
っ
た
け
ど
。

そ
れ
が
年
数
経
っ
て
分
か
っ
て
き
て
、

最
近
よ
う
や
く
獲
れ
た
、よ
か
っ
た
っ

て
い
う
、感
じ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

従
業
員
が
喜
ん
で
盛
り
上
が
っ
て
る

の
見
れ
て
嬉
し
い
な
っ
て
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

う
ー
ん
、今
以
上
に
魚
を
獲
る
っ
て

こ
と
よ
り
、事
故
無
く
安
全
第
一
に
操

業
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
ね
。海
の
う
え
だ
か
ら
救
急
車
も
来

れ
な
い
ん
で
、昔
か
ら
ず
っ
と
怪
我
だ

け
は
っ
て
、そ
れ
で
も
毎
年
2
・
3
人

骨
折
れ
る
と
か
指
と
れ
る
と
か
あ
り

ま
す
か
ら
。

―
―
読
者
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

一
緒
に
水
産
業
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

私達が、普段様々な新鮮なお魚を食べ
られるのは、漁師さんの活躍があってこそ!! 
そこで、今回は、5組の若手漁師さんの活躍
をピックアップ！経験や努力により養われる
技術で美味しいお魚を届けてくれる漁師さん
の活躍ぶりを、どうぞご注目ください!!

生年月日：平成6年8月23日生年月日：平成6年8月23日
出身地：隠岐の島町出身地：隠岐の島町
趣味：ゲーム趣味：ゲーム
好きな食べ物：どんちっち(あじ)の刺身好きな食べ物：どんちっち(あじ)の刺身
休日の過ごし方：ショッピング＆ドライブ休日の過ごし方：ショッピング＆ドライブ

PROFILE

有限会社 事代丸
第八事代丸
船長　牧野　進

漁
業
と
は
最
初
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら

そ
れ
が
年
数
経
っ
て
分
か
る
か
ら
獲
れ
る
喜
び
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次
に
有
限
会
社 

共
幸
水
産

第
一
千
鳥
丸
船
団
の
漁
撈
長

代
表
取
締
役
の
平
木
哲
也
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
!! 

平
木
さ
ん
の
父
の
平
木
操
さ
ん
は
、

（
有
）共
幸
水
産
の
前
社
長
で
す
が
、

哲
也
さ
ん
は
、社
長
の
息
子
と
い
う

肩
書
き
を
捨
て
、下
積
み
時
代
を
乗

り
越
え
、38
歳
と
い
う
若
さ
で
父
か

ら
共
幸
水
産
を
受
け
継
ぎ
見
事
社
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
代
を
創
る

若
き
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
漁
業
種
類
と
そ
の
魅
力
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

漁
業
種
類
は
ま
き
網
。
魅
力
は

や
っ
ぱ
り
規
模
が
大
き
い
こ
と
。他
の

漁
業
種
よ
り
魚
が
獲
れ
る
量
も
多
い
し
、

船
も
大
き
く
て
迫
力
が
あ
る
か
ら
ね
。

―
―
漁
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
は
卒
業
後
す
ぐ
漁
師
に
な
ろ

う
と
思
っ
て
隠
岐
の
水
産
高
校
に
、そ

の
後
は
親
の
勧
め
も
あ
っ
て
静
岡
の

東
海
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

大
学
行
っ
た
ら
漁
師
よ
り
も
違
う

水
産
関
係
就
き
た
い
な
と
思
い
始
め

て
、築
地
で
２
年
半
働
い
て
ま
し
た
。

で
も
ま
き
網
を
家
業
で
や
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、漁
師
を
や
り
た
い
っ

て
い
う
気
持
ち
も
ず
っ
と
あ
っ
た
ん
で

覚
悟
を
決
め
て
帰
り
ま
し
た
。父
親
か

ら
は
、社
長
の
息
子
っ
て
い
う
立
場
と

か
、仕
事
の
内
容
と
か
し
ん
ど
い
部
分

が
沢
山
あ
る
ぞ
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た

け
ど
、そ
れ
で
も
。

―
―
漁
師（
社
長
の
息
子
）と
し
て

苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

築
地
か
ら
帰
っ
て
す
ぐ
父
親
か
ら

は
、社
長
の
息
子
だ
か
ら
っ
て
特
別
扱

い
は
し
な
い
し
、一
般
船
員
と
同
じ
こ

と
を
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
ぞ
っ
て
言

わ
れ
て
、雑
用
か
ら
始
め
ま
し
た
。給

料
は
一
番
下
、掃
除
を
し
た
り
、当
時

の
漁
労
長
や
船
長
、先
輩
船
員
に
コ
ー

ヒ
ー
淹
れ
た
り
。一
番
最
初
に
来
て
、

一
番
最
後
ま
で
残
っ
て
仕
事
を
す
る
っ

て
い
う
の
を
、ち
ょ
う
ど
半
年
ぐ
ら
い

続
け
た
か
な
。睡
眠
時
間
が
１
～
２
時

間
し
か
取
れ
な
く
て
、意
識
が
飛
び
そ

う
に
な
っ
た
り
、実
際
倒
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
け
ど
、人
の
２
倍
、３
倍
や
る

の
が
普
通
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、自
分

が
好
き
な
仕
事
だ
っ
た
か
ら
頑
張
れ

ま
し
た
ね
。

そ
れ
よ
り
も
苦
労
し
た
の
は
、前
漁

労
長
が
引
退
し
て
、自
分
が
28
歳
の
と

き
に
次
の
漁
労
長
を
任
さ
れ
た
と
き

か
な
。経
験
も
実
力
も
な
い
中
で
ど
う

に
か
結
果
を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
っ

て
い
う
の
が
大
変
だ
っ
た
。

現
場
を
任
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
は
、

沢
山
失
敗
し
て
水
揚
げ
が
落
ち
込
ん

だ
時
期
も
あ
っ
て
、実
力
の
差
を
数
字

で
見
せ
つ
け
ら
れ
た
と
き
は
本
当
に

し
ん
ど
か
っ
た
。魚
が
獲
れ
な
く
て
歩

金
が
減
っ
て
、船
員
の
雰
囲
気
が
悪
く

な
っ
た
り
と
か
、実
際
お
金
が
少
な
い

か
ら
や
め
る
っ
て
人
も
い
た
ね
。

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
も
魚
は
獲
れ

な
い
し
、悪
循
環
で
雰
囲
気
が
悪
く
な

る
し
で
し
ん
ど
か
っ
た
な
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
う
瞬
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い

最
近
船
員
に
若
い
子
が
増
え
て
き
て
、

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
く
れ

て
い
る
と
き
か
な
。き
つ
い
こ
と
も
あ
っ

た
り
、色
々
堪
え
な
が
ら
で
も
、う
ち
の

会
社
を
よ
く
思
っ
て
く
れ
て
た
り
、頑

張
っ
て
水
揚
げ
を
上
げ
よ
う
と
思
っ
て

い
る
人
が
増
え
て
結
果
も
出
て
き
て
っ

て
い
う
の
が
、良
か
っ
た
な
っ
て
思
う
ね
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

漁
師
と
し
て
、隠
岐
で
一
番
の
水
揚

げ
を
し
た
い
っ
て
い
う
の
は
勿
論
あ
り

ま
す
。そ
れ
と
よ
く
船
員
の
み
ん
な
に
、

い
い
会
社
に
し
よ
う
っ
て
言
っ
て
ま
す
。

漁
師
だ
け
ど
漁
師
に
見
え
な
い
よ
う
な
、

誰
が
み
て
も
い
い
会
社
に
し
て
い
き
た

い
な
。し
ん
ど
い
仕
事
も
沢
山
あ
る
け

ど
、会
社
を
よ
く
し
て
、み
ん
な
が
い
い

思
い
を
し
よ
う
っ
て
。若
い
子
た
ち
も

ど
う
や
っ
て
こ
の
会
社
を
よ
く
し
て
い

こ
う
か
っ
て
前
向
き
に
考
え
て
、雰
囲

気
が
よ
く
て
仕
事
が
し
や
す
い
と
か
、

と
に
か
く
い
い
会
社
に
し
て
い
き
た
い
な
。

―
―
読
者
の
方
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す

水
産
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
以

上
、や
っ
ぱ
り
う
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

み
ん
な
が
水
揚
げ
を
上
げ
て
い
け
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

隠
岐
、島
根
の
水
産
業
を
み
ん
な
で

盛
り
上
げ
て
い
っ
て
、仲
買
さ
ん
も
JF

の
職
員
の
人
た
ち
も
漁
師
も
、み
ん
な

が
よ
く
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
け
れ

ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

生年月日：昭和61年4月18日生年月日：昭和61年4月18日
出身地：西ノ島出身地：西ノ島
趣味：釣り趣味：釣り
好きな食べ物：魚（主にサバ）好きな食べ物：魚（主にサバ）

PROFILE

有限会社 共幸水産　
第一千鳥丸船団 漁撈長　
代表取締役　平木 哲也

こ
の
仕
事
が
好
き
だ
か
ら　

人
の
２
倍
、３
倍

努
力
す
る
の
が
当
た
り
前
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次
は
、出
雲
編
で
す
！ 

今
回
は
、

御
津
大
敷
網
組
合
と
大
社
大
敷
吉
川

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し

た
。ま
ず
は
、御
津
大
敷
網
組
合
で
す
。

御
津
大
敷
網
組
合
は
乗
船
員
8
名
で

地
元
の
美
味
し
い
魚
を
届
け
て
い
ま

す
！！ 

初
め
に
、御
津
大
敷
網
組
合 

漁

労
長
船
長
小
笹 

伸
一
朗
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
漁
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

も
と
も
と
祖
父
や
父
が
漁
師
を
し

て
い
て
、よ
く
言
わ
れ
た
の
が
、地
域

の
基
幹
産
業
や
地
場
産
業
を
な
く
し

て
は
い
け
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
し
た
。

父
や
そ
の
周
辺
か
ら
も
漁
師
を
勧
め

ら
れ
て
、地
域
貢
献
だ
っ
た
り
、地
元

を
元
気
に
し
た
い
思
い
か
ら
漁
師
に

な
り
ま
し
た
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
苦
労
し
た
こ
と・

嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

当
時
は
、若
い
人
が
い
な
く
て
、話

も
合
わ
な
い
け
ど
、拘
束
時
間
が
短
く

楽
だ
な
と
い
う
感
覚
し
か
な
か
っ
た
。

で
も
、今
後
に
不
安
を
感
じ
、そ
こ
か

ら
自
分
の
思
い
を
言
っ
た
が
、昔
か
ら

だ
か
ら
っ
て
言
わ
れ
続
け
て
…
。教
え

て
も
ら
え
る
こ
と
も
少
な
く
苦
し
い

ど
う
し
た
ら
い
い
の
っ
て
思
っ
た
ね
。

さ
す
が
に
、こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な
い

と
感
じ
て
、身
近
な
義
理
の
兄
に
声
を

か
け
た
ん
だ
。
同
じ
よ
う
な
世
代
の

人
を
揃
え
た
い
と
思
っ
た
。定
置
網
は

人
間
が
一
番
大
事
だ
か
ら
さ
。

ど
ん
ど
ん
年
取
っ
て
い
く
人
た
ち

の
中
で
仕
事
を
し
て
も
自
分
の
代
に

な
っ
た
と
き
ど
う
し
よ
う
、漁
業
が
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機

感
で
若
い
人
を
集
め
る
よ
う
に
し
た
。

他
の
仕
事
よ
り
、ち
ゃ
ん
と
仕
組
み
が

で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
最

初
は
愕
然
と
し
た
け
ど
、や
れ
ば
目
に

見
え
て
成
果
が
出
て
く
る
の
を
感
じ

た
。だ
か
ら
、他
の
子
に
も
や
り
方
次

第
で
は
す
ご
く
い
い
結
果
に
繋
が
り
、

や
り
が
い
や
生
き
が
い
に
繋
が
る
と

伝
え
て
い
る
。こ
れ
が
、結
構
響
く
人

も
多
く
て
さ
、今
は
周
り
に
も
恵
ま
れ

て
人
材
も
豊
か
に
な
っ
て
き
た
。こ
の

人
た
ち
と
一
緒
に
仕
事
す
る
こ
と
で

ま
た
違
う
人
と
出
会
っ
て
、小
中
学
生

新
し
い
世
代
に
漁
業
を
伝
え
て
い
け

る
こ
と
は
や
り
が
い
で
、人
と
人
と
が

繋
が
っ
て
い
く
の
も
嬉
し
い
。

ま
た
、子
ど
も
の
頃
を
見
て
た
子
が

小
学
生
と
対
話
を
し
て
い
る
の
を
見

た
り
、保
育
所
に
行
っ
た
り
す
る
ん
で

す
け
ど
そ
の
子
た
ち
と
触
れ
合
っ
て

る
姿
を
見
る
と
嬉
し
い
。
漁
業
を
通

じ
て
繋
が
っ
て
る
と
感
じ
る
。

漁
業
を
通
し
て
繋
が
っ
て
い
く
の

と
、水
揚
も
ち
ゃ
ん
と
上
げ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
て
地
域
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り
が
い

に
な
っ
て
て
、漁
業
を
し
て
良
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

　―
―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

僕
自
身
は
漁
労
長
と
い
う
立
場
で

年
間
の
水
揚
げ
だ
っ
た
り
と
か
、仕
事

の
進
め
方
と
か
特
殊
な
部
分
で
は
あ

る
ん
で
す
け
ど
、ち
ゃ
ん
と
結
果
を
出

年齢：37歳年齢：37歳
出身地：御津生まれ。出身地：御津生まれ。
趣味：M.F.Fで保育所や学校に行き趣味：M.F.Fで保育所や学校に行き
出前授業をすること出前授業をすること
好きな食べ物：ハンバーグ好きな食べ物：ハンバーグ

PROFILE

御津大敷網組合
第十五御島丸
漁労長  小笹 伸一朗

①酒、温泉
②蕎麦、肉
③約10年間警備員として働き、その後	
漁労長の紹介で漁師になった。

④仕事はどれも大変。自然を相手にする
仕事だから、操業とか沖仕事とか大変
で苦労するけれども、自分が獲った魚
を両親・地元の人に配ることが出来る
ことは漁師をやって良かったと思う。
⑤漁業の仕事はこの先も続けていきたい。
また、若い人が増えていってほしい。

①M.F.Fで魚を捌くこと
②カレー
③漁労長と同じ会社で、ずっと繋がりがあった	
転職を考えていた時に、漁労長に相談したら、
その日面接し御津に移住し、漁師になった。

④兄弟や地域の人に捌いた刺身をあげて美味
しいと言ってもらえること。また、苦労した
ことは、早寝早起きが苦手な自分には朝早
い仕事がきつかったこと(泣)
⑤船の修理担当だから、船が壊れないように
点検を今後もやっていきたい。

①サッカー、ドライブ、釣りなど
②ハンバーグ、コロッケ、カレーライス
③居酒屋で店主に仕事を探していると話したら、
漁労長を紹介してくれた。	 	
実際に船に乗り、仕事の戦場っぽさ、地域の
人たちの温かさを感じ漁師になろうと思った。

④沢山の魚がある時は、何回も出るの辛いけど、
出荷で魚を載せたトラックが走っていく時
に大漁を実感し、嬉しい気持ちになる。
　波が凄い時に、網が破れる時もあるのでちゃ
んと網持つことには苦労した。

⑤子どもからかっこいいと思われるようにやっ
ていきたいし、笑顔を大切に頑張りたい。

中
村 

貴
人（
38
歳
）

片
句
出
身

長
野 

大
輝（
21
歳
）

古
江
出
身

藤
原 

成
樹（
35
歳
）

木
次
町
出
身

尾
島 

徹
哉（
37
歳
）

忌
部
町
出
身

御
津
大
敷
網
組
合
の
乗
船
員
6
名
だ
！！

こ
れ
が
、

―
質
問
―	

①
趣
味　
②
好
き
な
食
べ
物　
③
き
っ
か
け　

	

④
漁
師
を
や
っ
て
み
て　
⑤
今
後
の
抱
負
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漁
業
を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
が

僕
の
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
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し
て
い
く
こ
と
。
結
果
だ
け
で
な
く
、

漁
業
を
誰
で
も
な
れ
る
職
業
に
し
て

い
き
た
い
。
そ
こ
は
自
分
自
身
の
課

題
だ
し
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
、や
れ
る
こ
と
も
沢
山
あ
る
し

や
り
た
い
こ
と
も
漁
業
を
含
め
て
色
々

と
あ
る
。

漁
業
を
介
し
て
色
々
な
人
と
出
会
っ

て
、色
ん
な
こ
と
を
経
験
し
た
の
で
、

漁
業
に
も
恩
返
し
が
で
き
た
ら
良
い

な
と
思
う
。も
ち
ろ
ん
、地
元
に
も
し
っ

か
り
恩
を
返
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。そ

の
た
め
に
ま
ず
は
漁
業
を
し
っ
か
り

や
る
こ
と
が
僕
の
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

あ
と
つ
い
て
き
て
く
れ
た
人
達
が

漁
業
を
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
い
う

結
果
に
な
れ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
―
読
者
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

僕
ら
の
御
津
大
敷
は
転
職
者
ば
か

り
で
、漁
師
に
対
し
て
は
素
人
集
団
で

す
け
ど
、素
人
集
団
に
何
が
で
き
る
の

か
っ
て
い
う
の
は
、消
費
者
か
ら
漁
業

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
他

の
漁
業
者
さ
ん
と
は
違
う
視
点
な
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
し
た
ら

消
費
者
の
方
に
美
味
し
い
魚
が
食
べ

て
も
ら
え
る
か
な
届
け
ら
れ
る
か
な

と
い
う
目
線
で
漁
業
を
す
る
集
団
に

な
っ
て
い
ま
す
。将
来
的
に
は
御
津
大

敷
の
魚
を
食
べ
た
い
な
と
思
っ
て
も

ら
い
た
い
し
、や
っ
ぱ
り
御
津
大
敷
の

魚
は
美
味
し
い
よ
ね
っ
て
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、鮮
度
保
持
、僕
ら
で

言
う
と
活
〆
放
血
で
す
。
船
の
上
で

処
理
を
す
る
ん
で
す
け
ど
、そ
う
い
う

お
魚
の
処
理
だ
っ
た
り
と
か
、仕
事
っ

て
言
う
も
の
に
対
し
て
の
取
り
組
み

方
だ
っ
た
り
、漁
業
に
対
す
る
取
り
組

み
だ
っ
た
り
を
素
人
集
団
な
が
ら
き

ち
ん
と
考
え
て
研
究
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら「
御
津
大
敷
」っ
て
い
う

名
前
が
沢
山
の
み
な
さ
ん
に
聞
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
う
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

①釣り
②ラーメン
③仕事を探しているとき、漁労長を紹介されて、
説明を受けてやってみようと思った。

④最初は、朝が早くて起きるのも大変だった。	
また、船酔いも凄くて不安もあったが、
今は慣れて何ともない。	 	
もとから魚を食べる方ではないが、両親と
かに配って喜んでもらえることが嬉しい。

⑤これからもずっと漁師を続けていきたい。	
大変なことも沢山あるがその中で楽しさも
あり、それを忘れずに頑張っていきたい。

①写真撮影、魚を捌くこと
②いか
③家族の繋がりから漁労長の紹介で漁師になった。
④最初は、バイトも経験がなく、年齢も差があり、
船の上で大変だなって思ったが、だんだん
慣れてきてやりがいや挑戦して出来たという
喜びが嬉しい。

⑤井上さん(2年前ぐらいに引退し漁労長の師匠
的存在)という手が届かないような存在なん
ですが、ゆくゆくはそんな風になりたい。

①野球スポ少のコーチ
②蟹
③介護士していたがそこで、夜勤もあり子供が小さいこと
もあって、転職を考えていた時に漁労長に勧められて
興味があったので仕事と家庭の両立のため漁師になった。

④魚を頂いて帰ることもあり、とれたての魚を食べた瞬
間は、漁師をやってよかったと思う。	 	
苦労していることは、まだ入ったばっかりで覚えることが
沢山あること。コツコツと地道に努力している段階。

⑤もうすぐ1年経つが、怪我無く元気で、特に大きな病気
もなかったので良かった。だけど、自然相手の大変な仕
事だから、今後も怪我無く元気に気を付けていきたい。

長
野 

大
輝（
21
歳
）

古
江
出
身

長
野 

魁
斗（
18
歳
）

古
江
出
身

細
井 

了
太（
32
歳
）

雲
南
三
刀
屋
町
出
身
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―
―
漁
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

何
に
も
な
い
ん
す
よ
ね
。も
と
も
と

畑
違
い
の
仕
事
し
て
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
次
の
仕
事
探
し
と
る
時
に
ほ
ん

の
何
の
気
な
し
に
入
っ
て
み
た
感
じ

で
す
ね
。前
は
土
建
業
か
ら
運
送
業
か

ら
飲
食
店
に
も
お
っ
た
し
、色
々
な
こ

と
し
て
ま
し
た
よ
。な
ん
で
ね
、な
ろ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
も
な
く
、軽
は

ず
み
で
乗
っ
た
ん
す
よ（
笑
）当
時
世

界
観
も
分
か
ら
ん
か
っ
た
け
ど
何
の

躊
躇
も
な
く
、面
接
し
て
す
ぐ
採
用
で
、

そ
れ
で
今
に
至
る
っ
て
感
じ
か
な
。こ

う
聞
か
れ
る
と
、こ
う
だ
！
っ
て
理
由

が
あ
る
と
か
っ
こ
い
い
ん
す
け
ど
…
。

恥
ず
か
し
い
な
ぁ（
笑
）

―
―
漁
業
種
類
と
そ
の
魅
力
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

定
置
網
漁
で
す
ね
。魅
力
は
そ
う
だ

な
～
、漁
場
が
近
い
か
ら
船
が
苦
手
な

人
で
も
乗
り
や
す
く
て
比
較
的
安
全

な
こ
と
。他
の
漁
業
種
と
比
べ
て
ず
っ

と
海
に
い
る
っ
て
こ
と
も
な
い
し
、実

際
事
故
も
少
な
い
か
ら
ね
。
そ
れ
と

魚
は
何
が
獲
れ
る
か
分
か
ら
な
い
か

ら
不
安
と
ド
キ
ド
キ
が
あ
る
こ
と
か

な
、（
宝
箱
を
開
け
る
感
じ
に
近
い
）。

逆
に
言
え
ば
陸
上
で
の
作
業
時
間
が

多
い
ね
。網
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
た

り
、魚
の
仕
分
け・出
荷
作
業
を
し
た

り
。入
っ
て
く
る
魚
に
も
よ
る
け
ど
魚

に
触
れ
て
い
る
時
間
自
体
は
多
い
で

す
ね
。魚
の
仕
分
け
し
て
、仕
事
終
わ

り
っ
て
日
も
あ
る
し
。家
に
毎
日
帰
れ

て
、家
族
が
い
る
人
も
乗
り
や
す
い
こ

と
が
や
っ
ぱ
り
メ
リ
ッ
ト
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
苦
労
し
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

一
番
は
人
の
苦
労
か
な
。一
般
的
な

社
会
と
違
っ
て
中
々
新
し
い
人
が
入
っ

て
こ
な
い
か
ら
、人
材
不
足
っ
て
面
も

あ
る
け
ど
、人
材
を
育
て
て
い
く
こ

と
、こ
れ
が
特
に
難
し
い
。
10
代
、20

代
、30
代
み
た
い
な
年
齢
構
成
な
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
下
の
子
に
教
え
て
育
っ
て

い
く
け
ど
、そ
れ
ぞ
れ
年
齢
が
離
れ

て
し
ま
う
と
そ
う
は
い
か
な
い
。こ
っ

ち
が
下
の
子
に
気
を
使
っ
て
る
つ
も

り
で
も
、逆
効
果
な
こ
と
も
あ
る
か

ら
。
作
業
自
体
も
も
ち
ろ
ん
し
ん
ど

い
こ
と
は
あ
る
け
ど
、常
に
考
え
さ
せ

ら
れ
る
の
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
。
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、10
人
全
員
楽

し
く
仕
事
で
き
な
い
と
だ
め
だ
か
ら
、

そ
こ
が
一
番
大
変
。

そ
れ
と
、大
雨
の
流
木
と
か
海

と
は
関
係
の
無
い
こ
と
が
最
近
多

く
な
っ
て
い
る
の
と
、自
然
と
の

戦
い
も
き
つ
い
ね
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と

思
う
瞬
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い

魚
を
一
番
獲
っ
た
と
き
か
な
。昔

よ
り
も
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
と
、ほ
か
の
船
よ
り
も
沢
山
獲
れ

た
と
き
。や
っ
と
る
以
上
は
一
番
で

い
た
い
か
ら
ね
、乗
組
員
の
励
み
に
な

る
じ
ゃ
な
い
す
か
、苦
労
も
あ
る
け
ど

成
績
が
よ
か
っ
た
ら
、や
っ
て
て
良
か
っ

た
、自
分
た
ち
の
や
り
方
は
間
違
っ
て

な
か
っ
た
っ
て
思
え
る
か
ら
。自
分
た

ち
の
力
で
変
え
ら
れ
る
っ
て
こ
と
が
一

般
的
な
社
会
人
よ
り
大
き
い
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

若
い
子
を
雇
っ
て
い
く
こ
と
と
、一
番

に
な
る
こ
と
が
目
標
か
な
。今
う
ち
は

よ
そ
の
定
置
よ
り
浅
い
と
こ
で
や
っ
て

る
ん
で
、今
後
水
温
の
低
い
深
い
と
こ
を

や
る
と
か
、そ
う
い
う
変
化
に
対
応
し
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
若
い
子
を

雇
っ
て
…
…
、水
揚
げ
の
た
め
人
の
た
め
、

両
方
が
上
手
く
い
く
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
か
な
。

―
―
読
者
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す

仲
買
も
読
む
と
の
こ
と
で
、お
休
み

の
話
で
す
け
ど
、仲
買
と
漁
業
者
が

息
を
合
わ
せ
て
、若
い
子
た
ち
向
け
に

も
っ
と
親
密
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
ね
。
今
は
み
ん
な
休
み
が

バ
ラ
バ
ラ
で
、仲
買
が
少
な
い
日
は
魚

が
安
い
か
ら
、だ
っ
た
ら
う
ち
の
若
い

子
も
休
ま
せ
ら
れ
た
の
に
な
と
か
思

う
か
ら
ね
。そ
う
い
っ
た
連
絡
・
連
携

が
出
来
た
ら
い
い
な
。
な
か
な
か
各

市
場
カ
レ
ン
ダ
ー
が
違
う
か
ら
難
し

い
け
ど
、各
地
区
で
連
携
が
取
れ
る

と
い
い
か
な
。

生年月日：昭和59年9月15日生年月日：昭和59年9月15日
出身地：大社出身地：大社
趣味：車いじり趣味：車いじり
好きな食べ物：イワシ好きな食べ物：イワシ
休日の過ごし方：家族とキャンプ休日の過ごし方：家族とキャンプ

PROFILE

株式会社 大社大敷　
漁労長　吉川 芳雄

自
分
た
ち
の
力
で
変
え
ら
れ
る
っ
て
こ
と
が

一
般
的
な
社
会
人
よ
り
大
き
い

次に株式会社 大社大敷の漁労長、吉川 芳雄さんにインタビュー!! 
吉川さんは、22歳で船に乗り、32歳という若さで漁労長に大抜擢！ 
先代の漁労長にも負けずに一心不乱に頑張る吉川さんにお話を伺いました。
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最
後
は
、河
瀬　

貴
博
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！！

個
人
漁
師
さ
ん
は
苦
労
の
連
続
…
。

だ
が
、独
自
の
技
術
や
新
た
な
挑
戦
に

挑
み
続
け
今
で
は
、誰
に
も
負
け
な
い

強
み
を
持
ち
活
躍
し
て
い
る
河
瀬
さ

ん
を
研
修
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
、

浜
田
支
所
の
高
木
支
所
長
と
一
緒
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
漁
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

父
親
が
漁
師
で
、漁
師
の
道
し
か
な

か
っ
た
。後
継
者
で
は
な
い
け
ど
、後

を
継
が
ん
と
い
け
ん
か
っ
た
。

―
―
漁
業
種
類
と
そ
の
魅
力
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

メ
イ
ン
が
採
介
藻
、ク
エ
縄
、ア
マ

ダ
イ
縄
な
ど
よ
う
は
延
縄
だ
ね
。

魅
力
ね
ぇ
、比
較
的
魚
価
が
い
い
よ

ね
ぇ
。魚
価
も
い
い
し
自
分
の
実
力
で

売
り
上
げ
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が

魅
力
か
な
。

―
―
漁
師
の
1
日
の
過
ご
し
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い

凪
の
日
は
、朝
8
時
半
か
ら
14
時

ぐ
ら
い
に
戻
っ
て
、家
で
ち
ょ
っ
と
休

憩
、17
時
く
ら
い
か
ら
ク
エ
漁
行
っ
た

り
か
な
。17
時
か
ら
出
る
と
23
時
ぐ
ら

い
に
帰
っ
て
寝
て
、3
時
半
ぐ
ら
い
に

起
き
る
。そ
れ
か
ら
市
場
行
っ
て
、朝

ご
飯
を
食
べ
て
っ
て
感
じ
の
繰
り
返

し
だ
ね
。忙
し
い
わ
け
で
は
な
い
け
ど
、

ま
ぁ
凪
の
日
は
ち
ょ
っ
と
忙
し
い
か
も

し
れ
ん
ね
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
苦
労
し
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

ほ
ぼ
毎
日
じ
ゃ
な
い
、今
I
タ
ー
ン

U
タ
ー
ン
の
子
見
と
る
し
、楽
を
し

た
こ
と
が
一
切
な
い
し
、個
人
漁
師
を

や
っ
と
う
な
か
で
楽
を
し
た
人
は
お

ら
ん
と
思
う
よ
、や
っ
ぱ
魚
価
が
安
い

時
も
あ
れ
ば
、高
い
時
も
あ
る
し
、魚

が
と
れ
な
か
っ
た
り
と
れ
た
り
…
。い

ろ
ん
な
面
で
、み
ん
な
苦
労
し
と
る
け

ん
。

―
―
漁
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い

初
め
の
頃
だ
っ
た
ら
一
人
で
や
る
よ

う
に
な
っ
た
時
と
か
は
良
か
っ
た
と
思

う
け
ど
、今
は
も
う
常
に
負
け
る
相
手

が
い
な
い
ん
で
、今
売
り
上
げ
で
は
誰

に
も
負
け
て
な
い
ん
で
別
に
、や
っ
た
っ

て
思
う
瞬
間
も
う
な
い
で
す
ね
、技
術

と
み
ん
な
が
し
な
い
こ
と
ど
ん
ど
ん

や
る
け
ん
、ほ
ん
と
毎
日
挑
戦
み
た
い

な
も
ん
だ
け
ん
ね
漁
師
な
ん
か
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

特
に
な
い
ん
だ
け
ど
、ま
ぁ
い
つ
も

通
り
か
な
っ
て
感
じ
。い
や
だ
っ
て
ほ

か
に
な
い
も
ん
ね
、何
に
も
な
い
、あ

ん
ま
考
え
ん
の
よ
、思
い
つ
い
て
行
動

す
る
け
ん
、抱
負
と
か
全
然
な
い
、思

い
立
っ
た
ら
す
ぐ
す
る
感
じ
。

自
分
の
生
活
の
場
な
ん
で
放
流
事

業
と
磯
焼
け
対
策
は
一
生
懸
命
や
っ
て

い
き
た
い
。

編
集
後
記

こ
の
た
び
は
、お
忙
し
い
中
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沢
山
の
漁
師
の
方
に
お
話
を
聞
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。漁
業

に
関
し
て
知
識
が
な
い
中
取
材
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、皆
さ
ん

丁
寧
に
お
話
し
て
く
だ
さ
り
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
！

�

（
P・N
　
W・A
）

生年月日：昭和52年12月29日生年月日：昭和52年12月29日
出身地：平田出身地：平田
趣味：バイク、ゴルフ趣味：バイク、ゴルフ
好きな食べ物：魚（特に甘鯛干物）好きな食べ物：魚（特に甘鯛干物）
休日の過ごし方：仲間と飲み休日の過ごし方：仲間と飲み

PROFILE

河瀬 貴博

誰にも負けない漁師に！
新たな挑戦・技術を磨き
実力勝負
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組
合
員
皆
様
方
に
は
、輝
々
し
い
新
春
を

組
合
員
皆
様
方
に
は
、輝
々
し
い
新
春
を  

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、私
共「
漁
業
協
同
組
合

本
年
は
、私
共「
漁
業
協
同
組
合
JFJF
し
ま
ね
」

し
ま
ね
」

が
平
成
十
八
年
一
月
一
日
に
当
時
、極
め
て
厳

が
平
成
十
八
年
一
月
一
日
に
当
時
、極
め
て
厳

し
い
経
営
状
況
に
あ
っ
て
、県
下
二
十
一
漁
協

し
い
経
営
状
況
に
あ
っ
て
、県
下
二
十
一
漁
協

が
、大
同
団
結
し
合
併
、四
月
一
日
に
は
島
根
県

が
、大
同
団
結
し
合
併
、四
月
一
日
に
は
島
根
県

漁
連
、島
根
県
信
漁
連
を
包
括
承
継
し
て
名
実

漁
連
、島
根
県
信
漁
連
を
包
括
承
継
し
て
名
実

共
に
県
一
漁
協
と
し
て
発
足
以
来
、二
十
年
目

共
に
県
一
漁
協
と
し
て
発
足
以
来
、二
十
年
目

の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

当
組
合
は
合
併
以
来
、「
組
合
員
所
得
の
向

当
組
合
は
合
併
以
来
、「
組
合
員
所
得
の
向

上
」を
目
標
に「
組
合
員
役
職
員
の
理
念
の
共
有

上
」を
目
標
に「
組
合
員
役
職
員
の
理
念
の
共
有

化
」「
組
合
員
、役
職
員
間
の
平
等
化
」「
経
営
基

化
」「
組
合
員
、役
職
員
間
の
平
等
化
」「
経
営
基

盤
の
強
化
」を
三
つ
の
柱
に
、事
業
を
推
進
し
て

盤
の
強
化
」を
三
つ
の
柱
に
、事
業
を
推
進
し
て

き
た
結
果
、こ
れ
ま
で
に
組
合
員
各
位
の
ご
協

き
た
結
果
、こ
れ
ま
で
に
組
合
員
各
位
の
ご
協

力
の
も
と
㊀
組
合
員
、役
職
員
の
共
有
意
識
の

力
の
も
と
㊀
組
合
員
、役
職
員
の
共
有
意
識
の

醸
成
㊁
県
下
十
六
市
場
を
六
市
場
に
統
合
、施

醸
成
㊁
県
下
十
六
市
場
を
六
市
場
に
統
合
、施

設
整
備
㊂
市
場
統
合
に
対
応
す
る
購
販
売
事
業

設
整
備
㊂
市
場
統
合
に
対
応
す
る
購
販
売
事
業

体
制
の
再
構
築
㊃
販
売
手
数
料
、燃
油
価
格
・
魚

体
制
の
再
構
築
㊃
販
売
手
数
料
、燃
油
価
格
・
魚

凾
価
格
の
県
下
統
一
に
よ
る
組
合
員
負
担
の
軽

凾
価
格
の
県
下
統
一
に
よ
る
組
合
員
負
担
の
軽

減
㊄
合
併
時
持
込
欠
損
金
の
解
消
と
組
合
員
へ

減
㊄
合
併
時
持
込
欠
損
金
の
解
消
と
組
合
員
へ

の
利
益
還
元
を
実
現
す
る
等
い
さ
さ
か
な
り
共
、

の
利
益
還
元
を
実
現
す
る
等
い
さ
さ
か
な
り
共
、

組
合
員
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
出
来

組
合
員
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
が
出
来

た
と
考
え
ま
す
。

た
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
は
極
め
て
流
動
的
、厳
し
い
も
の
が
あ
り
、当

化
は
極
め
て
流
動
的
、厳
し
い
も
の
が
あ
り
、当

面
す
る
新
し
い
課
題
も
多
く
、未
だ
道
半
ば
で

面
す
る
新
し
い
課
題
も
多
く
、未
だ
道
半
ば
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

合
併
二
十
周
年
の
節
目
に
当
り
、こ
れ
ま
で

合
併
二
十
周
年
の
節
目
に
当
り
、こ
れ
ま
で

の
成
果
と
反
省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、

の
成
果
と
反
省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、JFJF
し
ま
ね

し
ま
ね

の
将
来
展
望
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、引

の
将
来
展
望
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、引

き
続
き「
組
合
員
所
得
の
向
上
」を
目
標
に「
担

き
続
き「
組
合
員
所
得
の
向
上
」を
目
標
に「
担

い
手
漁
業
者
育
成
」「
浜
の
構
造
改
革
」「
販
売
等

い
手
漁
業
者
育
成
」「
浜
の
構
造
改
革
」「
販
売
等

事
業
改
革
」を
国
・
県
・
市
等
の
諸
般
の
施
策
を

事
業
改
革
」を
国
・
県
・
市
等
の
諸
般
の
施
策
を

積
極
的
に
導
入
活
用
し
な
が
ら
、「
挑
戦
」を
合

積
極
的
に
導
入
活
用
し
な
が
ら
、「
挑
戦
」を
合

言
葉
に
、ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努

言
葉
に
、ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努

力
を
も
っ
て
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
着
実
に

力
を
も
っ
て
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
着
実
に

課
題
を
解
決
し
た
ら
、各
般
の
事
業
を
積
極
的

課
題
を
解
決
し
た
ら
、各
般
の
事
業
を
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
で
、飛
躍
の
年
に
し
た
い
と

に
展
開
す
る
こ
と
で
、飛
躍
の
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
組
合
員
・
関
係
各
位
の
更
な
る

思
い
ま
す
の
で
組
合
員
・
関
係
各
位
の
更
な
る

ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
若
手
漁
師

「
若
手
漁
師
1
0
0

1
0
0
人
衆
」の
情
熱
と
行
動
力

人
衆
」の
情
熱
と
行
動
力

に
よ
っ
て
島
根
県
漁
業
が
大
き
く
飛
躍
す
る
こ

に
よ
っ
て
島
根
県
漁
業
が
大
き
く
飛
躍
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す

と
を
期
待
し
ま
す

浜田魚商協同組合
理事長 山本 秀幸 さん

（有）大秀商店代表

JFしまね 浜田支所式典の様子

新年あけましておめでとうございます。
私事ではございますが、昨年暮れの役員改選に
おきまして、理事長という大役を仰せつかりました。
微力ではありますが、組合員の力を借りながら
浜田の魚をより一層広めていく事を中心に組合
運営に取り組んでまいります。
本年もよろしくお願いいたします。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
１
月
５
日・６
日
の
早
朝
、新
年
の
初

競
り
が
あ
り
ま
し
た
。各
支
所
で
JF
し
ま
ね
の

職
員
達
の
掛
け
声
が
市
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

初
競
り
に
先
立
つ
式
典
で
は
、当
組
合
の
岸

会
長
が
挨
拶
を
行
い
新
年
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
！！

新
年
の

新
年
の

ご
挨
拶

ご
挨
拶

漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

代
表
理
事
会
長
　
岸
　
宏

漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

代
表
理
事
会
長
　
岸
　
宏

新年明けまして
おめでとうございます
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JFしまね 松江魚市場

JFしまね 大社支所

JFしまね 境港支所

JFしまね 大田支所

今
年
も
JF
し
ま
ね
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈 

各
支
所
の
初
競
り
の
様
子 

〉

新
年
か
ら
美
味
し
そ
う
な
魚
が
沢
山
獲
れ
て
い
ま
す
！！

島根県

海の子
絵画展
開催！

去
る
10
月
11
日
（
金
）、
島
根
県
水
産
会
館

3
階
特
別
会
議
室
に
お
い
て
、
第
44
回
島
根
県

海
の
子
絵
画
展
・
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
画
展
は
島
根
県
内
の
小
学
校
児
童
を

対
象
に
、
絵
を
描
く
こ
と
を
通
じ
て
島
根
の
海

や
沢
山
の
魚
、
ま
た
漁
業
に
対
し
、
よ
り
一
層

深
い
関
心
を
持
っ
て
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
53
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
44
回
目
を
迎
え
る
本
絵
画

展
に
は
県
内
48
の
小
学
校
よ
り
、
4
3
9
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

審
査
会
の
結
果
、
最
優
秀
賞
で
あ
る
島
根

県
知
事
賞
に
、
松
江
市
立
法
吉
小
学
校
1
年

加
藤
燦
翔
さ
ん
、
松
江
市
立
鹿
島
東
小
学
校
4
年

金
崎
颯
太
さ
ん
、
出
雲
市
立
北
陽
小
学
校
6
年

小
椋
梨
愛
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

島
根
県
知
事
賞
受
賞
の
3
作
品
は
令
和
7

年
1
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
47
回
全
国
海

の
子
絵
画
展
へ
出
展
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【中学年の部】　
松江市立鹿島東小学校４年  金崎 颯太
画題 「いっぱいつれたよ魚つり」
「いっぱいつれたよ魚つり」というタイトルながら、
陸にあがった魚ではなく、自分が釣った魚が海で
泳いでいた時の様子を想像して描いた作品。	 	
魚の描写、特に目の描き方が活き活きとしており、
釣り上げた魚をよく観察し、丁寧に心を込めて描
いた素晴らしい作品

【低学年の部】　
松江市立法吉小学校1年　
加藤燦翔
画題 「ダイオウイカ」
ダイオウイカという普段見ることのできな
い生き物を、自分の想像力や感性を大事に
して描いているところが良い。	 	
色あざやかな色調でダイオウイカの躍動
感や生命力を巧みに表現し、見る側を楽し
ませてくれる素晴らしい作品

【高学年の部】　
出雲市立北陽小学校６年
小椋梨愛
画題 「漁業」
魚の跳ねる音、水しぶきが見ている側に
も届いてきそうな臨場感あふれる作品。	
網からドサッと出る取れたばかりの沢
山の魚、ふんばったおじさんの姿勢と
表情などが特に印象的で、まさに活気
溢れた「漁業」を表現する作品

第44回
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

昨
年
は
、広
報
誌「
明
る
い

漁
村
」を
お
読
み
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
好
評
を
頂
き
、引
き
続
き
私
達

新
入
職
員
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
!!

沢
山
の
方
に
お
読
み
頂
け
て
広
報
誌
班
一
同

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
!!

第
1
8
7
号
明
る
い
漁
村
は
、「
若
手
漁
師
」に
つ

い
て
の
特
集
で
し
た
。

普
段
接
す
る
機
会
が
な
い
漁
師
さ
ん
と
の
交
流

は
、私
達
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、漁
師
と
は
大
変
な
仕
事
だ
と
最
初
は
思
っ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、漁
業
者
さ
ん
の
声
を
実
際

に
聞
い
て
、厳
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、楽
し
さ
や
や

り
が
い
に
満
ち
て
い
る
こ
と
。ま
た
、魚
離
れ
が
嘆

か
れ
て
い
る
今
、魚
の
大
切
さ
を
学
び
、「
美
味
し

い
魚
を
食
べ
て
欲
し
い
」「
魚
を
食
べ
る
こ
と
は
大

事
だ
」と
い
う
熱
い
思
い
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
明
る
い
漁
村
を
通
し
て
、読
者
の
皆
様

が
魚
を
食
べ
る
大
切
さ
に
つ
い
て
ご
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、今
回
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

海
上
で
行
う
仕
事
な
た
め
、危
険
な
事
は
多
い

で
す
が
、皆
様
の
安
全
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
も
広
報
誌「
明
る
い
漁
村
」を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
Ｐ・Ｎ　
Ｉ・Ａ
）

JF
全
国
代
表
者
集
会
参
加

去
る
令
和
6
年
12
月
4
日
、東
京
都
内
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
JF
全
国
代
表
者
集
会
に
、

JF
し
ま
ね
か
ら
13
名
が
参
加
し
た
。

来
賓
を
合
わ
せ
お
よ
そ
1
、0
0
0
人
も

の
参
加
者
と
な
り
、大
変
な
熱
気
の
中
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
開
会
の
挨
拶
か
ら
JF
綱
領

の
唱
和
、主
催
者
及
び
来
賓
者
の
挨
拶
と

紹
介
が
行
わ
れ
た
。

JF
グ
ル
ー
プ
の
運
動
方
針
を
提
案・意
見

表
明
し
た
後
、採
択
が
行
わ
れ
、会
場
の
拍
手

を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。そ
の
後
特
別
決
議

に
つ
い
て
も
拍
手
に
て
承
認
さ
れ
、閉
会
と

な
っ
た
。

皆様からのご意見やご感想、ひとこと随想、また
漁村に関する話題などお待ちしています。 郵便、
メール、ファックスなどでお寄せください。

本誌のバックナンバーをPDFにてホームページで公開しています。
【 JFしまねWEBサイト 】
http://www.jf-shimane.or.jp/akarui.htmlE-mail shidou@jf-shimane.or.jp  FAX  0852-27-6130

〒690-0007 島根県松江市御手船場町575番地
 漁業協同組合JFしまね「明るい漁村」係

②
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④
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